
   

第１３５回 がんに対する放射線治療  

 

 放射線治療で最もよく用いられるのは、レントゲン検査や CT 検査でも使われている、 

X 線による治療です。体の外から、がんのある場所に対して X 線を当てることで、がん   

細胞を死滅させる効果に加えて、腫瘍の縮小、止血、痛みの軽減などの効果が期待できます。 

全身どこの臓器に対しても治療が可能ですが、治療範囲が大きくなるほど副作用も強く

なるため、あまり広い範囲に対する治療には向きません。狭い範囲への治療の場合、特に 

強い効果を得られます。 

 副作用は主に、放射線の当たった範囲に生じる炎症です。皮膚に生じる放射線の炎症は、

日焼けのような症状になります。放射線の治療期間中に塗り薬を使う場合、放射線の治療 

とは相性の悪いものもあるため、担当医師に確認してから使用してください。 

また、放射線の当たった範囲は、傷の治りが悪くなります。傷をつけないように、注意が

必要です。このため、手術の後に放射線治療を行う場合は、創部が回復してから治療を開始

します。 

 

放射線腫瘍科 瀧澤大地 


